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１．はじめに
　平成２４年に学習指導要領が改訂され，中学校では武道
が必修と定められた。これにより，これまで剣道を経験
したことのない生徒も，授業を通して剣道を経験するよ
うになっている。平成２９年告示の新学習指導要領におい
て，武道領域は「・・・武道の伝統的な考え方を理解し，
相手を尊重して練習や試合ができるようにすることを重
視する対人的な技能を基にした運動である。」とあり，対
人技能を学ぶ中で，伝統文化への関心を高め，他者を尊
重する心を育てる教材として位置付けられている。また，
「武道は，中学校で初めて学習する内容であるため，基
本動作と基本となる技を確実に身に付け，それらを用い
て，相手の動きの変化に対応した攻防を展開することが
できるようにすることが求められる。」とあり，初心者指
導の重要性や，攻防の展開を指導目標とすることが示さ
れている。
　一方，「竹刀が重たい」，「打たれたら痛そう」，「怖い」
といったネガティブな意見があると報告されており，剣
道初心者の中には剣道に対する抵抗感を持っている生徒
も多くいることが想定される。また，動きや所作法の説
明が長く，１時間あたりの運動量が少ないというのも要
因の１つと考えられる。実際の学校現場では，剣道に精
通した体育教員が必ずしも剣道授業を行っているとは限
らず，外部からの指導者に授業を委託している場合も少
なくない。
　筆者らは，これまでの剣道授業実践（木原ほか，
２００９，２０１１，２０１３，２０１４，２０１６，２０１７）を通して，
剣道授業のネガティブなイメージを払拭するためには，
剣道授業の導入段階における授業内容のあり方が重要で
あると認識している。そのために竹刀や簡易用具よりも
扱いやすく，なおかつ竹刀に見立てて扱うことができる
手刀での活動を導入段階で取り入れた授業を構想した。
　手刀に関する先行研究として，有山（２００７）による
「剣道のかけひきの動きを習得する－竹刀を用いないプ
ログラム－」がある。これは，剣道のかけひきを手刀を
用いて段階的に指導している。また，簡易用具を用いた
剣道指導実践としては，田原（２０１１）は，片手打ち競技
として行われている短剣道やスポーツチャンバラに着目
し，剣道の初心者指導への有用性を示している。古賀
（２０１８）はポスター剣（簡易用具）を用いた３時間限定
の授業実践を行っている。また，木原ら（２００９）は小学
校で用具の工夫がなされた簡易試作用具を用いた剣道授
業実践を行っている。
　それらの先行研究を踏まえ，本研究では，導入段階に
おいて，従来の竹刀や防具を使わず，剣道初心者の剣道
に対する抵抗感を緩和し，楽しく剣道の攻防が学べ，且
つ運動量を確保する手刀による導入授業の検討を目的と
した。
２．剣道授業実践
　本研究の剣道授業実践は鳴門教育大学大学院の授業
「教育実践フィールド研究」において平成３０年１１月お
よび１２月になされたものである。
①対　象：鳴門教育大学附属中学校１年女子
②授業者：大学院生A（剣道四段：男子２５歳）
③期　間：平成３０年１１月２９日〜１２月７日
　この間に２クラス合同で各３回の授業実践
１）３時間授業の概要
　授業指導案として下記のものを作成した。なお，毎授
業終了時に授業評価と感想を記入するアンケート用紙も
配布した。なお，授業評価の内容は先行研究で木原ほか
（２０１６，２０１７）が使用したものを参考に作成した。
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○本時の指導（１／３）
　⑴　目　標
　　・剣道の特性を知り，基本的な動きを身に付ける。
　⑵　展　開
○本時の指導（２／３）
　⑴　目　標
　　・実践的な剣道の動きを身に付ける。
　⑵　展　開
○本時の指導（３／３）
　⑴　目　標
　　・正しい防具の付け方を身に付ける。
　　・正しい刃筋から胴打ちを身に付ける。 
　⑵　展　開
　上記の指導案をさらに概要としてまとめてみると次の
ようになる。
〈その他留意事項〉
・毎時間，礼法指導を徹底した。
・剣道具を大切に扱うよう指導した。
・毎時間授業終わりにアンケート用紙を配布し，記入さ
せた。
２）授業分析
　本研究の剣道授業はすべてデジタルカメラで収録し，
授業ごとにパソコンに取り込み動画ファイルを作成した。
その動画をパソコン上で視聴しながら，検討を要する場
面を画像として収集し，パソコン上に保存した。
　また，授業評価を授業ごとにエクセルに記入し，有意
差を算出し，その内容分析を行った。これらの検討は，
○礼法（左座右起など）の必要性について説明し
今後の授業で継続して行うことを指導する。
・全日本選手権決勝
の映像を観る。
・ワークシート記入，
提出。
・正座，礼。
・二重円を作りペアを
呼ぶ。
・笛の合図でランニン
グとすり足を交互に行
う。
・手刀で構え合い，笛
の合図で相手の動き
に合わせて前進後退。
・相手の前進を，体を
開いてかわす。
・ペアで片方の持って
いる手ぬぐいを，手刀
で切る。
１．整列，挨拶
２．剣道についての説明
３．本時のねらいの確認
４．声だしゲーム
５．ランニング足さばき
６．足さばき
７．手ぬぐい切りゲーム
８．本時のまとめ
９．次時の確認
10．挨拶
○本時の目標が達成できたか確認する。
○次回は防具や竹刀を用いることを伝える。
○最初に指導した礼法を意識すること。
○安全面に配慮する。
○ホワイトボ ドーを使い剣道の足さばきを説明す
る。
○見本を行う。
○たくさんの友達とできるようにペアを交代しな
がら行う。
○笛の合図を徐々に早くする。
○始めと終わりにお互いの礼をさせる。
○サイドステップや背中を見せないように注意さ
せる。
▲基本的な動きで相手をかわしているか。
学習内容及び学習活動 ○：教師の支援　▲：評価規準
??
?????
?????
?????
剣道の基本的な動きを身につけよう
○礼法がきちんとできているかを確認する。
・ワークシート記入，
提出。
・正座，礼。
・お互いに胸元と右胴
に手ぬぐいを提げる。
・胸
・胸→抜く→胸
・腰
・腰→抜く→胸
・竹刀で振る時のイ
メージを持たせる。
１．整列，挨拶
２．前時の復習
３．本時のねらいの確認
４．ランニング足さばき
５．手ぬぐいを取り合う
６．手ぬぐい奪取ゲーム
７．手刀での正面素振り
８．竹刀を持ってみる
９．本時のまとめ
10．次時の確認
11．挨拶
○本時の目標が達成できたか確認する。
○次回は本格的な素振りや打突部位を打ってみ
ることを伝える。
○前時の足さばきを意識させる。
○一歩踏み出して奪う動作を身に付けさせる。
○取る時に「エイ」と発声させる。
○防いで（抜いて）から攻めに転じることを指導
する。
○ペアを変えながら行う。
○始めと終わりにお互いの礼をさせる。
○自分の手ぬぐいを取られないように抑えること
はさせない。
○先ほどの動きを意識させる。
▲実践的な動きの中で相手の手ぬぐいを奪えて
いるか。
○正面打ち、胴打ちの動きを確認する。
○握り方や正しい構えを意識させ，素振りを行
う。
○手刀での動きを意識させる。
学習内容及び学習活動
??
????
?????
?????
実践的な剣道の動きを身に付けよう
○：教師の支援　▲：評価規準
○来た人から防具と竹刀を取るように指示する。
・ワークシート記入，
提出。
・正座，礼。
・垂れと胴を着けてペ
アで確認し合う。
・正面素振り　→　
胴の素振り。
・交代しながら行う。
・上段の構えから笛
の合図で一歩出て胴
を打ち合う。
・一歩間を取って，中
段から笛の合図で一
歩出て二拍子の胴を
打ち合う。
１．整列，挨拶
２．前時の復習
３．本時のねらいの確認
４．防具を着ける練習
５．素振り
６．胴を打ち合う
７．片付け
８．本時のまとめ
９．授業全体のまとめ
10．挨拶
○本時の目標が達成できたか確認する。
○何人かの生徒にここまでの剣道授業について
の感想を言ってもらう。
○垂れ，胴の付け方の手本を示す。
○生徒によっては個別で指導する。
○正座，立膝で付けるように指導する。
▲正しく防具を着けているか。
○模擬刀を見せて竹刀との違いを説明する。
○見本を行う。
○手首を返すことや刃筋を特に指導する。
○徐々に合図を早くする。
▲正しい胴の打ち方で相手と打ち合っているか。
○責任を持って防具を片付け，大切に扱うことを
意識させる。
学習内容及び学習活動
??
????
?????
?????
防具を着けて相手と胴打ちを打ち合おう
○：教師の支援　▲：評価規準
授　業　内　容
〇オリエンテーション（礼法指導も含む）
〇声出しゲーム（次項・実践 1）
〇ランニング+足さばき（次項・実践 2）
〇対人足さばき（次項・実践 3）
〇手刀を用いた活動
　・手ぬぐい切ゲーム（次項・実践 4）
〇手刀を用いた活動
　・相手の手ぬぐいを取る（次項・実践 5）
　・相手と手ぬぐいを取り合う（次項・実践 6）
　・手刀での素振り（次項・実践 7）
〇竹刀を用いた素振り（次項・実践 8）
〇胴，垂れの装着（次項・実践 9）
〇前時の復習
〇胴打ちの練習（打ち方，受け方）
〇胴を互いに打ち合う活動（次項・実践 10）
1
2
3
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平成３０年度の大学院授業「教育実践フィールド研究」
を受講した２名と担当教員により実施した。
３．授業内容
《実践１：声出しゲーム》
　２人１組となり，片方は目を閉じて，もう片方が３〜
４メートル離れた位置からペアの名前を呼んで誘導する。
一斉に行うため，声が小さいと名前が聞こえず進むこと
ができないことから，自然と大きな声を出すことを意図
した。
《実践２：ランニング＋足さばき》
　ランニングと送り足を笛の合図で切り替えながら，体
育館内を３周させた。
《実践３：手刀の構えからの対人足さばき》
　笛の合図で片方が１歩攻め入ってくるのに対し，もう
片方は後退して間をとることや体を横に開いてさばくこ
とを行った。
《実践４：手ぬぐい切りゲーム（攻防分離型）》
　２人１組で片方は手刀で構える。もう片方は両腕を軽
く前に出した状態を取り，そこに手ぬぐいをかける。手
刀側は素早い送り足から相手の手ぬぐいを切り落とす。
手ぬぐいを持っている方は切り落とされないように間を
とったり，体を横に開いたりしてさばく。
※攻防分離：攻撃側は攻撃のみを，防御側は防御のみを
行う，攻めと守りが区別された場面。
《実践５：相手の手ぬぐいを取る》
　手刀の構えから相手の胸元と腰に付けた手ぬぐいを笛
の合図で１歩踏み出して取る。 
声出しゲームを始める前の位置関係
　円：名前が呼ばれた方向に目を閉じたまま進む人。
　円：ペアの名前を呼び誘導する人。
目を閉じている内側のペアの名前を呼ぶ
　　　後退して間をとる　　　　横に体を開いてさばく
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《実践６：相手と手ぬぐいを取り合う（攻防一体型）》
　手刀の構えから互いに胸元と腰の手ぬぐいを取り合う。
※攻防一体：攻撃側と防御側の区別がなく，攻めと守り
が目まぐるしく変化する場面。
《実践７：手刀での素振り（面・胴）》
　手刀の構えから面と胴の素振りを行った。面素振りは
右手を大きく振りかぶること，胴素振りは右手の甲が床
と平行になることを強調した。
《実践８：竹刀を用いた素振り（面・胴）》
　竹刀を用いて面と胴の素振りを行った。
《実践９：胴・垂の装着》
　胴と垂の装着を２人１組で正しく着けられているか確
認し合いながら行った。なお今回は胴の胸紐を前で結ぶ
（写真）よう指導を行った。これにより着装に要する時
間の短縮につながった。
《実践１０：胴を交互に打ち合う》
　今回は打突の容易さ，抵抗感の軽減，打突感覚を身に
付けさせるため胴打ちに焦点を当て指導を行った。
　笛の合図に合わせて，打つ，受けるを交互に行う。
４．結果と考察
１）質問項目
　毎授業終了時に行った，アンケートの集計にあたり，
「非常によく当てはまる」を５点，「あてはまる」を４点，
「どちらともいえない」を３点，「当てはまらない」を２
点，「全く当てはまらない」を１点とし，それぞれの項目
の平均と標準偏差から有意差を求め，検討を行った。
手刀での胴の素振り手刀での面の素振り
竹刀での胴の素振り竹刀での面の素振り
5
4.5
4
3.5
3
■１時間目　　２時間目　　３時間目
1・2組 3・4組 全体
4.5
4.81
4.96
4.65
4.72
4.814.81
4.63 4.66
Q１．楽しく活動ができた
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　「楽しく活動ができた」の項目では，平均値の増加傾向
がみられる。これは３時間を通して生徒の充実感が得ら
れる実践内容であったことが推察される。
　「たくさん動けた」の項目では，３時間目が一番高い平
均値を示している。これは実際に打突部位を打つという
行為が，「剣道を行ったという」満足感につながり，それ
が生徒の運動の充足感に影響を与えたのだと思われる。
　「礼儀を意識して行えた」という項目に対し，３時間目
に一番高い平均値を示している。これは実際に打突を行
うとなったときに，今までよりもより一層相手に対し礼
儀や感謝の気持ちを持って行うことが必要であると生徒
自身が感じたためであろう。 
　「大きな声を出せた」の項目では，２時間目に低い平均
値を示している。これは２時間目の活動全体を通して発
声をさせる活動が少なかったことに原因があると考えら
れる。
　「足さばきがうまく行えた」の項目では，平均値の増加
傾向がみられる。最初は慣れない剣道の足さばきに抵抗
感があったものの，徐々に上達していくのを生徒自身が
感じたためだと思われる。
　「剣道に興味がわいた」の項目では，３時間目に一番高
い平均値を示している。これは実際に竹刀で打突した時
の打突音や感触が剣道に対する興味，関心を高めたため
であろう。
２）自由記述
　手刀での活動についての記述の主なものは以下の通り
である。
・手刀と竹刀は似ている部分が多く同じような感覚でで
きた。
・手刀で練習したことで感覚がつかめて楽しかった。
・手刀をすることでどのように打てばよいかのイメージ
が持てた。
・竹刀は扱うのが難しかったが，手刀をしたことで感覚
がつかめて楽しかった。
　その他，手刀での活動に対して肯定的な意見の記述が
5
4.5
4
3.5
3
■１時間目　　２時間目　　３時間目
1・2組 3・4組 全体
4.29
4.81
4.93
4.55 4.51
4.754.72
4.3
4.57
Q２．たくさん動けた
■１時間目　　２時間目　　３時間目
5
4.5
4
3.5
3
＊p<0.051・2組 3・4組 全体
4.08
4.48
4.84
4.28
4.4
4.69
4.45
4.36
4.54
＊
＊ ＊
＊
Q３．礼儀を意識して行えた
5
4.5
4
3.5
3
■１時間目　　２時間目　　３時間目
＊p<0.051・2組 3・4組 全体
4.17
4.36
4.45
4.26
3.53
4.13
3.69
3.36
3.81
＊
＊
＊ ＊
＊
Q４．大きな声を出せた
■１時間目　　２時間目　　３時間目
5
4.5
4
3.5
3
＊p<0.051・2組 3・4組 全体
3.7
4
4.57
3.85
3.96
4.36
4.15
3.78
4.15
＊
＊
＊
Q５．足さばきがうまく行えた
■１時間目　　２時間目　　３時間目
5
4.5
4
3.5
3
＊p<0.051・2組 3・4組 全体
3.91
4.63
4.93
4.26 4.3
4.594.54
4.06
4.24
＊
＊ ＊
Q６．剣道に興味がわいた
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５８件あった。これらのことから剣道授業の導入段階にお
いて，手刀での活動は有効であると示唆される。
　また，手刀に対する違和感や否定的な記述として次の
ものがある。
・手刀と竹刀では重量感といい，手の向きといい，違う
面がある。
・腕の使い方は似ているが，動き方が全く違う。
・手刀と竹刀では重さが違うので難しかった。
３）考察
　動画分析，授業評価，自由記述をもとに以下の事項の
検討を行った。
①　手刀での正しい構えの意識化
　手刀の構えが崩れてしまう生徒が少なからずみられた。
例えば，右ひじが伸びて力の入った構えになっていたり，
左足の踵がつき，腰が引けた構えになっていた。これら
の改善のために毎授業の始めや，活動の合間の時間など
に構えの確認作業を行い，正しい構えの意識化を図るこ
とが重要である。
②　手ぬぐいを取り合う際の安全性の確保
　手ぬぐい切りゲームの時に，他のペアとの衝突がみら
れた。慣れない送り足で素早い移動を行う際には十分な
安全確保や，他のペアとの間隔を確保することが必要で
ある。
③　発声をさせるポイント
　１時間目では，声出しゲームを行ったことにより大き
な発声という剣道の特性を実践することができた。しか
し，それ以外の活動で声についての指導をあまり行わな
かったことが課題として考えられる。特に２時間目では
活動全体を通して発声をさせる活動が少なかった。例え
ば，手ぬぐいを取り合う際に「とった」という発声をさ
せながら行わせれば，生徒も発声を常に意識し，より剣
道らしい活動につながると思われる。
④　手刀から竹刀へのギャップの軽減
　剣道初心者に対していきなり竹刀を持たせて行わせる
と剣道に対して抵抗感が生まれると考え，最初は何も持
たせず，なおかつ剣道の構えに類似した手刀を取り入れ
た。しかし，手刀と竹刀を持った時の手首の向きが違う
ことや，実際に竹刀を持った時に感じる重さ，竹刀の長
さなどに抵抗感を感じる生徒もいた。
　前述した古賀（２０１８）の先行研究において「ポスター
剣」が使用されている。こうした簡易用具を用いた活動
を，手刀での活動と竹刀を使った活動の間に設けること
で，生徒の抵抗感をさらに緩和させることや，竹刀を扱
う時のイメージにつながると考えられる。
⑤　相手を思いやった礼法の意識化
　３時間目にはお互いに礼をする姿が生徒同士で積極的
にみられたが，１・２時間目は不十分な礼儀作法や，竹刀
の扱い方に問題がみられるところもあった。剣道は礼に
始まり，礼に終わるという考え方があるように，相手に
対して常に感謝と敬意の気持ちをもって行わなければな
らない。またそうした指導の積み重ねが生徒の心の成長
へとつながる。剣道授業においては，何よりも最初に適
切な礼法指導が必要である。
５．おわりに
　今回の研究は附属中学校の１年生の女子生徒のみの授
業実践となった。今回の実践内容を，男子生徒を対象に
した場合，あるいは男女共修の場合についても検討する
必要があろう。男女間での運動欲求や体力差，安全面な
ども考慮しなくてはならない。また自由記述の中には「足
さばきが難しかった」という意見が複数あり，手刀での
構えや竹刀を扱うというよりも，足さばきの方に意識が
向いている傾向がみられた。このことからも剣道特有の
送り足の指導についても検討が必要である。さらに，授
業ごとの詳細な自由記述のデータに対する，客観的な視
点に立った分析も必要であろう。
　最後に今回の授業実践は武道領域の全８時間のうち，
始めの１時間目〜３時間目までの時間で行った。４時間
竹刀（上）とポスター剣（下）
－１１９－
中学校体育授業「剣道」における導入のあり方に関する検討
目以降は附属中学校の教員に引き継ぎ授業が行われた。
　その後の経過として，①面を着用せず，竹刀で受ける
形で面打ちの練習②小手を着用しての小手打ちの練習
③最終８時間目には面，小手，胴打ちの発表会を行って
いる。次年度は防具を着用し本格的に打突部位を打ち合
う練習や判定試合を行わせる予定とのことである。
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